
―　　―

Ⅰ はじめに

Ⅱ ポストコロニアル状況下での高原保養地建

設

Ⅲ 主権国家における高原保養地の誕生

Ⅳ 擬似ヒルステーションの概念規定

Ⅴ 擬似ヒルステーションの国民化

Ⅵ ヒルステーション概念の再検討

I はじめに

高原保養地には様々な類型が存在しており，発

生の経緯，発展過程，あるいは社会的な位置づけ

や機能も多様である．ヒルステーションは高原保

養地の源流のひとつとはいえ，その一類型にすぎ

ない．しかしヒルステーションとそれに近接した

性格を持つ高原保養地は数多く，同時にどこまで

をヒルステーションの範疇とするかについての議

論は，かならずしも確定していない（稲垣，2009）．
本稿ではヒルステーションに類縁性をもつ高原保

養地を，白坂（2009）の所説を拡張することで，
擬似ヒルステーションという範疇として明確する

ことを目指している．これはイメージ上の連接を

もとに，ヒルステーションを概念的に拡張するこ

とを目的とした議論ではない．むしろヒルステー

ションと類縁部分とのあいだに明確な境界を設け

ることで，錯綜しているヒルステーションの議論

を整理するための視座を確保すること，さらには

それを通じてヒルステーションに固有の位相を明

らかにすることを目的としている．

さらに本稿では擬似ヒルステーション，ことに

第 2次大戦後，途上国の経済発展にともなって発
生した新しい高原保養地における国民化の過程に
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ついて検討する．植民地主義下に建設されたヒル

ステーションのほとんどは，植民地主義の終焉，

新興国民国家の成立にともなって，国民化の過程

に置かれることとなった．一方擬似ヒルステー

ションも別の文脈のもと国民化の過程を経験す

る．本稿では両者の国民化過程を比較し，ヒルス

テーションにおける植民地主義の影響と，それが

いかにポストコロニアル状況に受け継がれていく

かについての明確化を試みる．同時にヒルステー

ションの持つイメージが擬似ヒルステーションと

いう周縁的な形態を通じて，グローバル化する観

光状況にいかに結びついていくかについての理解

を得たいと考えている．

Ⅱ ポストコロニアル状況下での高原保養地
建設

Reedはヒルステーションの成立を植民地主義
下の軍事的，戦略的重要性に求め，その後の発展

過程における普遍的な傾向として，同様に植民地

化主義下における健康・保健上，余暇に果たした

役割を指摘する．しかしヒルステーションの根源

が植民地主義に基づくという理解にたちながら

も，Reedは植民地主義が終焉した後，1969年か
ら開発が始まったGenting Highland（マレーシア）
をヒルステーションの範疇と見なしている

（Reed, 1979）．Reedが Genting Highlandをヒルス
テーションとみなす根拠はかならずしも明確では

ない．Reed（1979）において，建設者が植民地
駐留軍，植民者ではなく，建設目的もカジノを含

むレクリエーション開発による国際収支の改善で

あると指摘しながら，Genting Highlandは先験的
にヒルステーションとして扱われており，ポスト

コロニアル状況下におけるヒルステーションの創

出として結論づけられている．Reedはヒルス
テーションを規定する要素として，建設者，建

設目的ではなく，むしろヒルステーションとされ

る高原保養地の社会的機能を重視している．くわ

えてさらに重要なのは，植民地主義―ポストコロ

ニアリズムという文脈のもとに発生したか否かと

いう点であるとみなしていると考えて良かろう．

ReedはGenting Highlandをまれな例外として位
置づけているが，この見解には限定を加える必要

がある．Robinsonが指摘する Kirirom（Tiou-
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longville1），カンボジア）もまた同様のポストコ

ロニアル状況下で生まれた高原保養地である

（Robinson, 1972）．1960年の計画策定（Grant Ross
and Collins, 2006），1962年の建設開始から 2）1970
年の親米クーデタ，それに続く南ベトナム軍の侵

攻によって破壊が始まり放棄されるまでの 10年
足らずの間，Kiriromには公務員を対象にした休
暇用宿舎，国立銀行の職員のための休暇用宿舎，

外国公賓用宿舎，シハヌーク元首（当時）のため

のシャレーなどが次々と建設され，避暑地として

ばかりでなく首脳外交の場としても用いられた．

この時点で個人所有の別荘だけでも 136棟に達し
たといわれる（Grant Ross and Collins, 2006）．

Kiriromの建設が，1917年からフランスによっ
て開発が始まったカンボジア南部のヒルステー

ション（Mogenet, 2003），Bokorの再整備計画と
並行的に進められたことは注目に値する．カジノ

などを含む Bokorの再整備計画が，外国人を含む
需要層を対象とした従来型ヒルステーションのポ

ストコロニアル状況下における再生であったとす

るなら，Kiriromはシハヌークをはじめとする推
進者達や潜在的な利用者よって，人民社会主義共

同体（Sangkum Reastr Niyum）統治下におけるカ
ンボジアエリート層を対象とする新興国民国家自

体によるヒルステーションの建設として意識され

ていたとしても不思議ではない 3）．

Ⅲ 主権国家における高原保養地の誕生

一方ヒルステーション類縁の高原保養地は，前

述のGenting Highland，Kiriromのように第 2次大
戦後のポストコロニアル状況下で建設されたもの

ばかりではない．植民地期において，植民地では

ない主権国家の中にも同様の高原保養地は建設さ

れていった．中国の廬山，莫干山，鶏公山などは

この典型であろう．ヒルステーション研究の端緒

となった Spencer and Thomas（1948）は曖昧な部
分を残しながら，日本，中国における高原保養地

を広範にヒルステーションとして扱っている．廬

山をはじめとする中国，あるいは雲仙，軽井沢，

野尻湖，草津など日本の高原保養地がヒルステー

ションとみなされる理由は主として気候学的な要

因による．Spencer and Thomas（1948）は，南ア
ジアから中国，南日本に至る沿岸部では，夏季の

気温は西欧人が通常の生活を営むことが出来る限

度を上回り，避暑の必然性が生じると主張する．

西欧人の避暑空間として，標高にともなう冷涼な

気候条件を利用して建設される高原保養地がヒル

ステーションとみなされ，その結果，情報収集の

限界もあってきわめて雑多な高原保養地，山間部

の景勝地がヒルステーションとして指摘されるこ

とになった．

確かに廬山（ ，2005），莫干山（李，2011），
鶏公山は欧米の宣教師によって見いだされ，上海，

南京などからの西欧人避暑客によって形成された

高原保養地である（臧・十代田・渡辺，1998；
潘，2009）．軽井沢，雲仙にも上海からの避暑客
が訪れていた（村松，1998；上田，2009）．軽井
沢，野尻湖なども宣教師主導で開発された避暑地

であり，その主たる選択理由が夏季の気候条件で

あったことは明白であろう．とはいえ Spencer
and Thomas（1948）は，ヒルステーションに対す
る植民地主義の影響をほとんど無視している．廬

山をはじめとする中国における高原保養地の成立

は，1880年代から 20世紀初頭における清朝末期
にあたる．欧米列強の進出で極端に弱体化してい

たとはいえ，行政権はかろうじて維持されており，

それゆえに欧米諸国，日本の進出は租借，租界と

いうかたちをとらざるを得なかった．

前述の地域においても，最終的に租界の契約が

結ばれることはあっても，土地利用権の収用は対

価を支払う買収というかたちで進められ，永久租

借という地権を基盤にした実効的な支配，占有が

行われたに過ぎない 4）．廬山では 嶺公司と呼ば

れる開発組織が設立され，大英執事会という宣教

師を主体する意志決定機構が開発，運営を担うこ

ととなった．道路建設など基盤施設の整備，警察

権の行使なども 嶺公司が行い，中国側の主権は

著しく侵害された．しかしこれらの高原保養地の

運営は別墅（別荘）用敷地の分譲益，別墅所有者

の負担金，来訪者からの収入によってまかなわれ

た事業活動であり，民族主義の高まりばかりでな

く，事業活動としての行き詰まりによって租界型

の高原保養地運営は，植民地主義の終焉を待たず
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に終息することとなった．中国における戦前の高

原保養地は，英国統治下のインドなどにおけるヒ

ルステーションより，むしろ現在の第三世界にお

ける多国籍リゾート開発企業による大規模開発と

の共通性が指摘されよう．

日本においても，西欧人主体の避暑地建設にと

もなって，軽井沢では地元事業者への圧迫などが

生じている（上田，2009）．半面雲仙における上
海などからの避暑客受け入れは，地元を巻き込ん

だ国家政策として日本の主体性の下に行われてい

た．これらの事例を考えると，主権国家における

高原保養地建設は，英国統治下のインド，ビルマ，

マラヤ，あるいは仏領インドシナにおけるヒルス

テーション建設と，無限定的に同一視できるもの

ではない（稲垣，2009）．
他方，第 2次世界大戦終結後に建設される

Genting HighlandあるいはKiriromをヒルステーシ
ョンと規定するためには，植民地主義とポストコ

ロニアル状況の強い連続性を想定せざるを得な

い．しかしこれらの高原保養地の建設にあたって

利用されたのは，植民地期に形成されたヒルス

テーションのイメージであり，気候条件を利用

しようとする着想に過ぎない．広い意味では植民

地主義の影響下に置かれているとはいえ，これら

高原保養地建設の主体はかつて植民化されていた

国家であり，気候条件の利用も植民者の身体的必

然性，あるいはライフスタイル維持の必然性に根

ざしたものではない．むしろ植民地主義の終焉と

ともに生じた，ヒルステーションの国民化の文脈

のひとつとして理解されるべきであろう．

Ⅳ　擬似ヒルステーションの概念規定

ヒルステーションに関する議論を特定の研究意

図の下に明確化するためには，これらの類似性を

持つ高原保養地を，一旦別の範疇として規定する

ことが有効であろう．白坂は植民地政策とは無関

係に西欧人主導で成立した高原保養地の存在を指

摘し，それを「quasi-hill stations」として類型化
することを提案している（白坂，2009）．ここで
は白坂の着想を拡張し定式化することで，西欧的

景観を特徴とする非西欧世界における高原保養地

のある部分を，操作的に一つの類型として独立さ

せることを試みる（稲垣，2010）．
白坂は類型化の詳細について述べてはいない．

しかしこの種の高原保養地の例として軽井沢をあ

げていることからしても，主権国家における西欧

的景観を特徴とする高原保養地を念頭に置いたも

のであることは確かであろう．これを受けて，気

候条件を基盤に成立する西欧的景観を特徴とする

高原保養地のうち，植民地主義と直接関係を持た

ないものを擬似ヒルステーションとして類型化す

ることにしよう．この類型化に従えば，前述の

Genting Highland, Kiriromなどの第 2次大戦以降に
開発の始まった地域も，廬山，莫干山，鶏公山な

ど清朝末の中国に成立した地域も，雲仙，軽井沢，

野尻湖などの地域も擬似ヒルステーションとして

分類されることになる．

擬似ヒルステーションはかならずしも一体では

ない．廬山あるいは軽井沢に代表される植民地期

に植民地以外の主権国家内に建設された高原保養

地と，Genting Highlandをはじめとして第 2次大
戦以降新興の国民国家において開発された高原保

養地に大きく区分することが出来る．また開発の

経緯も，前者の大半は宣教師による避暑という私

的な目的を端緒とするのに対し，後者は多様であ

る．Genting Highland, Kiriromは開発主体こそ民
間資本，国家という違いがあるものの，当初から

国家政策に組み込まれた公的開発の色彩が強い．

一方稲垣（2010）がヒルステーションに類似する
地域としてあげた北タイの Paiは，当初は西欧人
のヒッピーコミュニティとして成立したが

（Cohen, 2008），タイの経済成長にともなう国内
観光の急速な発展を受けて，涼しさあるいは高原

の風情を主たる資源とするタイ人を対象とする観

光地に変貌している（稲垣，2010）．Paiはきわめ
て周辺的な擬似ヒルステーションながら自然発生

的な事例として位置づけることが出来よう．

擬似ヒルステーションをヒルステーションに類

縁の存在として規定する根拠の一つは標高にとも

なう気候条件の利用である．廬山，莫干山，鶏公

山などの中国における事例，軽井沢，野尻湖など

の日本の事例を見ても，擬似ヒルステーションが

標高にともなう冷涼な気候条件を利用する避暑の
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場として機能したことは疑いがない．一方

Genting Highlandの標高は最高点で 1,800 mに達
し，十分標高にともなう冷涼な気候を利用する条

件を満たしている．しかし冷涼な気候条件は避暑

のための主要な要因として利用されたというよ

り，Cameron Highland，Fraser’s Hillなど植民地時
代に建設された主要なヒルステーションとのイ

メージ上の連接を作り出すため，あるいは雲に

閉ざされた山頂として沿岸部と異化するための要

素として用いられたと考えて良い．

Paiにおける気候条件はさらに記号的な色彩を
おびている．Paiの標高は 500 m足らずで，平野
部に比べ相対的な涼しさに過ぎない．しかし急速

に拡大するタイの国内観光市場は「針葉樹，冷涼

な気候という自然条件を（中略），大衆的なオク

シデンタリズムを基盤にファッショナブルに転化

させていく，高原状の風景の中に洋館が建てられ，

その光景を眺めながらコーヒーを楽しむ，セー

ター，マフラー，上着を着用することで冷涼な

気候を意図して消費するなどの傾向が生じ，西欧

的景観，ファッショナブルなレジャー行動が再生

産されることとなった」（稲垣，2010）．Paiにお
ける気候条件は，直接利用されたわけではなく，

一旦記号に転化した上で商品化されていった．植

民地に建設されたヒルステーションにとって，冷

涼な気候条件は高温，湿潤な沿岸植民都市との関

係上，避暑として必然的な重要性を持っていたの

に対し，疑似ヒルステーションにおける気候条件

の利用はより広範な広がりを持っている．

ヒルステーションのもう一つの特徴である西欧

的な景観に関して，擬似ヒルステーションは一定

の方向性を持っている．開発当初から大量の観光

客受入を目的とし，収容力確保のために大規模建

築を必要としたGenting Highlandなどを例外とし
て，ほとんどの擬似ヒルステーションでは西欧的，

すくなくとも非土着的な景観が形成されていっ

た．廬山に代表される中国の擬似ヒルステーショ

ンでは，当初宣教師によって建設された西欧風の

別墅 5），教会建築は現在でも主要な観光資源であ

り，展示施設ことに別墅は宿泊施設としても利用

されている．

一方Kiriromは 1955年以降の人民社会主義共同

体政権下におけるカンボジア近代化，ことに都市

開発と都市基盤整備の流れの中で建設された．人

民社会主義共同体政権下の公的な開発の多くは，

現在 New Khmer Architecture （Grant Ross and
Collins，2003）と総称される建築様式を特徴とし
ている．これは一種のモダニズム運動であり，用

途，地域によって若干の相違はあるものの，イン

ターナショナル・スタイルを気候にあわせて改変

し，若干の伝統的な意匠と組み合わせたものと言

えよう．首都プノンペン，ことに公共建築は伝統

的な意匠の比重が大きく，シハヌークヴィルなど

の保養地的性格を持つ地域では，純粋なインター

ナショナル・スタイルが大勢を占めていた

（Molyvann，2003）6）．この中で Kiriromの性格は
際立っている．公務員の休暇用宿舎，外国公賓用

宿舎，人民社会主義共同体の成果を展示する展示

館などの公共施設は伝統的な意匠を全く用いない

インターナショナル・スタイルである半面，戸建

ての別荘はむしろ西欧的なヴァナキュラリズムに

支えられた山小屋風の意匠が用いられていた 7）．

これは人民社会主義共同体政権下の建築運動とは

大きく異なる方向性であり，ヒルステーション建

設という意識の下で，ヴァナキュラーな西欧的景

観への志向が生じることを伺わせる．

Ⅴ 擬似ヒルステーションの国民化

ヒルステーションの多くは植民地主義の終焉に

ともない，国民化の過程に置かれることになる．

擬似ヒルステーションも類似の過程に置かれた．

擬似ヒルステーションの国民化，つまり「自国民

による取り戻し行為」は大きく二つの位相を持っ

ている．第一は主権国家における擬似ヒルステー

ションの国民化である．日本，中国における擬似

ヒルステーションでは，かなり早い時期から国民

化が始まっている．廬山（ 嶺地区）の警察権は

1927年に返還され，租借契約も 1936年，完全に
解除されて，中華民国による回収が実現する．そ

れに先立つ 1933年から国民政府は廬山を夏の首
都と定め，南京から行政機能が一部移転し始める．

回収の結果，生じたのは中国人避暑人口の増加で

ある．1917年には 1,647名であった避暑人口（居
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留人口）は 1931年には 2,716名に増加しており，
このうち中国人は 0名から 1,243名に増加してい
る（臧・十代田・渡辺，1998）．この間，西欧人
の減少をおぎなうかたちで，中国人の避暑が急増

したことが明らかである．ヒルステーション，擬

似ヒルステーションを問わず国民化の一つの形態

は，地域を支える人口が自国民へと大きく変化す

ることである．日本における事例も近似している．

野尻湖は，軽井沢の避暑の主体が日本人に移行す

るにつれ，物価上昇などを忌避した西欧人が移住

して形成されたという（上田，2007）．
一方で国民化の進行は高原保養地としての性格

を大きく変化させる訳ではない．1933年以降の
南京国民政府による「夏の首都」としての廬山は，

政治・行政的には中国化を進めながら，従来から

の西欧的別墅が政治，外交の場として活用された．

これは中華人民共和国成立後もそのまま引き継が

れる．廬山は党・政府要人の避暑に用いられる特

別な場所となり政策決定の場，外交の場として用

いられた．1903年英国人によって建設され，後
年蒋介石夫人の宋美齢に送られた英国式の別墅・

美廬は，国民党政権下で重要な政治的舞台となり，

共産党政権下でも毛沢東の廬山滞在時の宿舎とし

て用いられている．この様に擬似ヒルステーショ

ンにおける国民化は，西欧的表象に対する漠然と

した，同時に二律背反的なあこがれを前提として，

具体的な西欧人の存在あるいは影響を排除するか

たちで進行したとみなして良かろう．

第二の国民化の位相は，戦後に形成された擬似

ヒルステーションで典型的に見られる．擬似ヒル

ステーションの開発自体が，国民化の過程そのも

のであったと言えよう．高原保養地の開発は，か

つて植民者のライフスタイルであったヒルステー

ションにおける避暑生活を，擬似的とはいえ自国

民のために組織的に開発する行為であった．Pai
における事例は，この点きわめて示唆に富んでい

る．Paiはエスニックツーリズムの中心地として
知られたMae Hong Sonに至る中継点であり，前
述の通り 1980年代から自然発生的に奥地志向あ
るいは，暗黙にドラッグツーリズムを求めるバッ

クパッカーによって一種のヒッピーコミュニティ

が形成されていった．しかし西欧人主導のコミュ

ニティ形成とは言え，ゲストハウスは地元民家の

転用，あるいはごく簡単な茅葺きのコテッジでヒ

ルステーション的景観とは大きく異なっていた．

むしろ Paiがヒルステーション的相貌を帯び始
めるのは，2003年にタクシン政権下で麻薬撲滅
運動が開始され，経済成長にともなってタイの国

内観光が急成長を始めた 2000年代後半に入って
からである．2006年には入り込み観光客の 75％
以上がタイ国内旅行者にかわり，ヒッピーコミュ

ニティが作り出した「タイの中のスイス」という

標語は，むしろタイ人観光客に対して意味を持ち

始める．この流れの中で洋風の建物が増加しはじ

め，擬似的西欧空間の形成が進んでいく．Cohen
はこの時点でもバックパッカーの役割を重視して

おり，バックパッカーに依存する小規模ゲストハ

ウスなどの所有者とそうでない住民間の対立関係

が生じたと報告しているが（Cohen，2008），コ
ミュニティ構成員が利益を共有しうるナイトバ

ザール（Walking Street）が導入された時点で，タ
イ国内観光重視の方向性と相容れないバックパッ

カーをはじめとする西欧人観光客に対する暗黙の

締め出しは基本的方向になったと考えて良い 8）．

これは Paiがタイヤイ（シャン）による村落共同
体から，タイヤイを中心に移住山地民，チェンマ

イから 50年代に移住して生きたホー（回教徒）
などを含む地域コミュニティとして再編成される

きっかけとなった（Inagaki，2011）．同時に西欧
的景観の形成が，実質的な西欧人への締め付けと

同時並行的に進行したことは，前述の擬似ヒルス

テーションにおける国民化の過程と照らし合わせ

て，きわめて興味深い．

Ⅵ ヒルステーション概念の再検討

本稿では気象条件を基盤に成立し，西欧的景観

を特徴とする高原保養地の中から，操作的に擬似

ヒルステーションを概念規定し抽出することを試

みた．その結果として残余項として，植民地主義

の下で形成されたヒルステーションが残ることに

なる．擬似ヒルステーションとヒルステーション

との相違はどこに存在するのであろうか．ヒルス

テーション研究の視座を意識しながら，最後にま
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とめておくことにしよう．

相違点は次の 3つの視点で捉えることができ
る．第一は植民地主義とポストコロニアリズムと

の関係であろう．たとえ第 2次大戦後に建設が始
まった擬似ヒルステーションといえど，植民地主

義の下で成立したヒルステーションのイメージを

利用する以上，植民地主義との関係から自由であ

るとは言い難い．しかしこれらの疑似ヒルステー

ションにとって，利用したのは西欧的景観であり，

避暑という余暇行為に過ぎず，植民地主義との関

係は多くの場合，観念的であったと言うことが出

来る．

これに対して植民地主義下で成立したヒルス

テーションは西欧的景観を特徴としながらも二

面性を持っていた．西欧的な町並みと，そこにお

ける西欧人の生活は，実際のところ植民化された

人々によって支えられており，西欧的な景観と，

それと同時に成立する土着的な町並みの二重性は

ヒルステーションでごく一般的に見ることが出来

る特徴である．ヒルステーションにおけるポスト

コロニアル状況は，この二重性の解釈を必然的に

含まざるを得ず，常にリアルな植民地主義を追体

験することを迫られる．この点，意図して西欧的

景観のみを成立させた疑似ヒルステーションに対

し，ポストコロニアル状況はより複雑な様相を呈

することになる．

第二の視点は，ヒルステーションの社会的な役

割に関連している．植民地主義の下で成立したヒ

ルステーションは政策的に見れば，植民地を維持

するために必須の装置であり（稲垣，2009），同
時に植民者から見れば高温多湿の沿岸植民都市の

生活から身を守り，西欧人としてのアイデンティ

ティを守るかけがえのない場として意識されてい

た．ヒルステーションの多くがサナトリウムをは

じめとする療養施設を早くから設置したのは，こ

うした事情によっている．また多くのヒルステー

ションでは針葉樹や果樹の植樹など自然の改変が

行われ，温帯の蔬菜栽培も一般に行われるように

なっていく．擬似ヒルステーションではこうした

例はほとんど見ることが出来ない．擬似ヒルス

テーションが余暇という生活の一部を観念的に

成立させたのに対し，植民地主義の下で成立した

ヒルステーションは食生活など身体性に関連した

部分をも含む，より全体性を持った運動であった

と言うことが出来よう．

第三の論点は，ヒルステーションをめぐる主体

の問題である．疑似ヒルステーションは成立の当

初から，それがかつて植民化されていたか否かに

関わらず，主体は新興国の国民であり，西欧的景

観という観念化された客体がそれと対応するとい

う構造を持つ．しかし植民地主義下で成立したヒ

ルステーションの主客構造はより複雑である．か

つての植民者はポストコロニアル状況下において

も，歴史や記憶を語るというかたちで主体であり

続けており，同時に新しく主体となった新興国の

国民から見れば，かつての植民者もまた客体とし

て捉えられるという，主客の二重構造が成立して

いる．これら二つの主体が，コロニアルヘリテー

ジとしての西欧的景観をめぐって相互反映的な交

渉を行うことが，現在ヒルステーションが置かれ

ているポストコロニアル状況であろう．これは疑

似ヒルステーションの主客構造をはるかに超えた

複雑性を持っている．以上の 3点はヒルステーシ
ョンを分析する上での基本的な視座と考えて良か

ろう．

前述の通り，もとより擬似ヒルステーションは

実態概念ではない．しかし一旦ヒルステーション

の周縁領域に疑似ヒルステーションという中間項

を仮構すると，ヒルステーションの持つポストコ

ロニアルな性格を前述のように，明確に規定する

ことが出来る．これは分析上，擬似ヒルステーシ

ョンという概念を導入する大きな利点であると考

えられる．
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現在のインド―パキスタン国境を越える関係を持

っていた．ヒマチャル・プラディシュ州（インド）

の一部のヒルステーションは現在パキスタンに属

するラホールを母都市としていたし，インド所在

の植民地軍の一部は夏季にパキスタン領内のヒル

ステーションに駐留するなどの事例が見られる．

現在の国境を前提とした研究では，この地域にお

けるヒルステーションの実態を明らかにすること

は難しい．しかしご教示にもかかわらず，残念な

がらパキスタンにおけるヒルステーション調査は

進んでいない．今後ともご指導をあおぎながら，

パキスタン領内のヒルステーションに関する研究

を進めていきたいと念願している．

注

1）Kiriromという名称は比較的新しい．1944年の国王行
幸に際して，同地域はクメール語で「喜びの山」を意
味する Kiriromと命名された．その後，大臣を歴任し
人民社会主義共同体政権下で Kiriromの建設に功績の
あった Tioulongにちなんで 1967年に Tioulongvilleと改
称されたが，現在では再び Kiriromという名称が使わ
れている．

2）キリロム国立公園内，ビジターセンターにおける説明
による．

3）Grant Ross and Collins（2006）所収の 1963年の定礎式
についての報道では，Kiriromにおける都市の建設はヒ
ルステーション（Station d’Altitude）の創出であると記
述されている．

4） 李はヒルステーションという概念を用いてはいない．
しかし Spencer and Thomas（1948）を引用して，「避暑
地」が植民政策の結果として南アジアに生じ，その後
東南アジアを経て中国，日本へと伝播したと論じる．
一方，莫干山ではアヘン戦争以降の国力衰退にともな
って，租借，租界による非法（不法）な支配が行われ
たと指摘している（李， 2011）．

5）1927年当時，英国，アメリカなど 15カ国の建築様式
による 560棟に及ぶ別墅が存在した（方，2006）．廬山
のインターネット紹介サイト・中国 山旅游网
〈www.lushan.org.cn〉によれば，中国式 259棟，アメリ
カ式 185棟，英国式 125棟，ドイツ式 17棟，ベルギー
式 12棟，日本式 11棟，フランス式 7棟，フィンラン
ド式 3棟，ノルウェー式 3棟など 16カ国の建築様式に
よる別墅が現存し，その一部は宿泊施設に転用されイ
ンターネット経由での予約が可能である．

6）本稿ではフランス語版を参照した．
7）Kiriromでは 1970年に破壊が始まり，1972年にクメー
ル・ルージュの支配下に入った．その後，民主カンプ
チア（クメール・ルージュ政権）時代を経て，1992年

に至るまでクメール・ルージュによって実効支配され
た．この間に全ての建物が破壊され，ほぼ建築物は現
存していない．実質的に高原保養地として機能した時
期はきわめて短く，現存する写真も少ない．本稿の記
述に際しては，National Archives of Cambodia所収の写
真を参照した．

8）現在 Paiでは区の嘱託職員が夜間Walking Streetの巡視
を行っている．目的は市に全域に施行されている禁酒，
禁煙条例の履行だが．タイ人観光客にはこの条例違反
はほとんど無いことから，西欧人観光客ことにバック
パッカーの実質的な規制を狙っていることは明白で
ある．
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写真1 マフラーをして葉書を書くPai の観光客.Pai を
訪れる観光客の多くが，夕刻以降は上着，セー
ター，マフラーなどを着用する．もっとも気温
の下がる乾期には手袋をした観光客もめずらし
くない．これらは「寒さ」を記号的に消費する
手段といえよう．

写真2 Pai を見渡す高台に立てられた洋館．国道
1095線沿いの高台の喫茶店に併設するかたち
で，バンコク資本によって建設された．観光客
にとってPai らしい雰囲気の立ち寄り場所，記
念撮影のポイントとして人気がある．

写真3 擬似西欧的な景観を意識してデザインされたカ
シコン銀行（泰華農民銀行）Pai 支店．こうし
た銀行はブティックバンクと呼ばれ，カシコン
銀行は Nan（北タイ）など新しい観光地での
展開を計画したが，現在のところ他地域での展
開は順調に進んでいない．

写真4 Kirirom 山頂の Chalet d’Etat（国家シャレー）
の煙突遺構．Kiriromにとって最も重要な建築
物であったが，1970年に破壊され，現在では
暖炉とその上部の煙突部分および地下室だけが
残されている．

写真5 Chalet d’Etat の地下部分．Kiriromの建築物は他の
人民社会主義共同体統治下の建物と異なり木造が
主体であった．このため現存する部分はごくわず
かで，Chalet d’Etat もコンクリートもしくは石造
りの地下部分，煙突のみがかろうじて現存し，そ
れ以外は失われている.地域全体でも現像する遺構
はきわめて少数である．


